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武 蔵 野 市 非 核 都 市 宣 言  

 

戦争の惨禍を防止し、恒久平和を実現することは、全人類が切実に念 

願するところである。 

 核兵器保有国間で核軍拡競争が激化している今日、とりわけ核戦争を回 

避し、原水爆の恐れのない世界を確立することは、緊急かつ重大な課題で 

ある。 

 武蔵野市は、平和を希求する世界連邦に関する宣言都市として、人間が 

人間を滅ぼす危険を防ぎ、人類永遠の平和を樹立するため、非核三原則の 

完全実施を願い、最大限の努力を傾注するものである。 

 ここに、われわれは、平和のために貢献する決意を表明するとともに、 

武蔵野市が非核都市となることを宣言する。 

 

                                                           昭和 57年３月 29日 

                                                                 武蔵野市議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



派遣にあたって  

 

                 武蔵野市長  邑上  守正  

 

８ 月 に 中 高 生 12 名 に よ る 武 蔵 野 市 青 少

年 平 和 交 流 派 遣 団 と と も に 、 長 崎 市 を 訪 れ 、

田 上 富 久 長 崎 市 長 を 表 敬 訪 問 し 、 平 和 祈 念

式 典 に 参 加 し ま し た 。  

 今 年 は 、 武 蔵 野 市 議 会 が 昭 和 57 年 に 非

核 都 市 宣 言 を し て か ら 30 周 年 に あ た り ま

す 。 こ れ を 機 に 、 次 世 代 を 担 う 青 少 年 に 、

被 爆 の 実 相 に 触 れ る と と も に 、 同 世 代 と 意

見 交 換 し 平 和 に つ い て 考 え る き っ か け と し

て も ら お う と 、 こ の 事 業 を 企 画 し ま し た 。   

派 遣 団 へ の 応 募 の 際 に 提 出 し て も ら っ た

作 文 は 、 戦 争 を 知 ら な い 世 代 な が ら も 、 将 来 自 分 た ち が 担 う 社 会 の 平 和

を 守 っ て い く た め に 、 積 極 的 に 何 か を し て い か な け れ ば な ら な い と い う

責 任 感 に あ ふ れ た も の ば か り で し た 。  

 団 員 は 、 青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム へ の 参 加 を 有 意 義 な も の と す る た め 、

事 前 に 広 島 ・ 長 崎 へ の 原 爆 の 歴 史 や 武 蔵 野 へ の 空 襲 の 実 態 を 学 び 、 ま た 、

被 爆 者 の 方 の お 話 を 伺 う な ど し て か ら 派 遣 に 臨 み ま し た 。 現 地 で 全 国 か

ら 集 ま っ た 自 治 体 の 青 少 年 と 同 じ 課 題 に 向 き 合 い 、 問 題 意 識 を 共 有 し 、

将 来 す べ き こ と を 真 剣 に 考 え た こ と は 、 多 感 な 年 代 で あ れ ば こ そ 非 常 に

有 意 義 な こ と で あ っ た と 思 い ま す 。  

 市 で は 、 昨 年 、 武 蔵 野 が 初 空 襲 を 受 け た 11 月 24 日 を 「 武 蔵 野 市 平 和

の 日 」 に 制 定 し ま し た 。 こ の 日 の 意 味 を 世 代 を 越 え て 共 有 し 、 戦 争 の 悲

惨 な 歴 史 を 後 世 に 伝 え 、 平 和 の 尊 さ を 武 蔵 野 か ら 発 信 し て い き ま し ょ う 。  

 

                        平 成 24 年 11 月  

 

 

 

 

 

 

 



 



もくじ  

 

 

１  武蔵野市青少年平和交流派遣事業について…………………１  

 

２  武蔵野市青少年平和交流派遣の様子…………………………５  

 

３  事前・事後学習について……………………………………… 13 

 

４  武蔵野市青少年平和交流派遣を終えて……………………… 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 紙 写 真 解 説  

一 段 目 左  長 崎 平 和 会 館  

一 段 目 右  浦 上 天 主 堂  

二 段 目 左  青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム 開 会 時  

二 段 目 右  グ ラ バ ー 園  

三 段 目   山 王 神 社 の 被 爆 ク ス ノ キ  

 

表 紙 担 当 ： 稲 垣  葵  

裏 表 紙 イ ラ ス ト ： 内 田  寛 之  

 

 

 



 



 



武蔵野市青少年平和交流派遣団の概要  

 

武 蔵 野 市 で は 、 昭 和 57 年 に 非 核 都 市 宣 言 を 行 い 、 今 年 30 周 年 を 迎 え

ま し た 。 こ れ を 記 念 し て 、 改 め て 、 戦 争 の 悲 惨 さ と 平 和 の 尊 さ を 次 世 代

を 担 う 子 供 た ち に 肌 で 感 じ て も ら う た め 、 武 蔵 野 市 在 住 ・ 在 学 の 中 高 生

12 名 に よ る 「 武 蔵 野 市 青 少 年 平 和 交 流 派 遣 団 」 を 、 長 崎 市 へ 派 遣 し ま し

た 。 ま た 中 高 生 を サ ポ ー ト す る た め に 、 大 学 生 ３ 名 に も 参 加 を し て い た

だ き ま し た 。  

８ 月 ８ 日 か ら ８ 月 10 日 の 派 遣 期 間 中 は 、 長 崎 市 の 青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー

ラ ム （ ＊ ） に 参 加 し 被 爆 者 の 体 験 講 話 を 聞 い た り 、 平 和 祈 念 式 典 へ の 参

加 を 行 い ま し た 。 ま た 、 全 国 34 の 自 治 体 か ら 集 ま っ た 約 350 名 の 小 ・ 中

・ 高 ・ 大 学 生 た ち と 、 平 和 を テ ー マ に し た 学 習 会 や 意 見 交 換 会 に 参 加 し 、

併 せ て 被 爆 遺 構 の 見 学 を 行 い ま し た 。  

同 派 遣 団 は 、 ３ 回 の 事 前 学 習 や 事 後 の 報 告 会 も 含 め 、 様 々 な 平 和 学 習

を 行 い ま し た 。  

今 後 、 各 団 員 た ち は 平 和 に つ い て 学 ん だ こ と を 、 そ れ ぞ れ 家 族 や 友 人

に 伝 え 活 か し て い く 予 定 で す 。  

 

＊ 青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム  

全 国 の 青 少 年 と 長 崎 の 青 少 年 と が 一 緒 に 被 爆 の 実 相 や 平 和 の 尊 さ

に つ い て 学 び 、 交 流 を 深 め ま す 。 同 フ ォ ー ラ ム で は 、 長 崎 市 青 少 年

ピ ー ス ボ ラ ン テ ィ ア の 高 校 生 や 大 学 生 が 平 和 学 習 を 進 行 し た り 、 被

爆 建 造 物 等 を 案 内 し て い ま す 。  

 

長 崎 市 長 を 表 敬  
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氏名 学校名 グループ

1 □内田　寛之
（うちだ　ひろゆき）

聖徳学園高等学校２年

2 島田　洋恵
（しまだ　ひろえ）

総合芸術高等学校１年

3 髙林　彩香
（たかばやし　さやか）

吉祥女子中学校２年

4 生江　健志郎
（なまえ　けんしろう）

武蔵野市立第三中学校１年

5 □筑波　奈美
（つくば　なみ）

吉祥女子高等学校２年

6 澤村　秋
（さわむら　あき）

東亜学園高等学校１年

7 稲垣　葵
（いながき　あおい）

武蔵野市立第四中学校２年

8 内田　槙一郎
（うちだ　しんいちろう）

東京学芸大学附属小金井中学校１年

9 □山本　すみれ
（やまもと　すみれ）

藤村女子高等学校２年

10 菊地　健太
（きくち　けんた）

大成高等学校１年

11 塩澤　理紗
（しおざわ　りさ）

東京学芸大学附属小金井中学校１年

12 八木　詩織
（やぎ　しおり）

吉祥女子中学校３年

13 ○佐藤　文子
（さとう　あやこ）

成蹊大学２年 1

14 ○佐藤　慶一
（さとう　けいいち）

玉川大学１年 2

15 ○島崎　毅史
（しまざき　たけし）

拓殖大学１年 3

武蔵野市青少年平和交流派遣団名簿

1

2

3

＊邑上守正武蔵野市長が、８月８日（水）～９日（木）に同行し、田上富久長崎市長
  表敬訪問と平和祈念式典に参加、青少年ピースフォーラムを見学しました。

随行者：市民協働担当部長　大杉　由加利
　　　　市民協働推進課　小林　江梨子
　　　　（役職及び部署名は派遣当時のものです。）

□グループリーダー
○大学生サポーター
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5 5:30 三鷹駅北口集合

6 6:45 羽田空港着

7:00 起床 6:30 起床

7:00 朝食会場集合

7:40 荷造り

8 8:25
ホテルロビー集合
マイクロバスで城山小
学校へ

8:45
ホテルロビー集合
マイクロバスで平和公
園へ

9:00
城山小学校着
城山小学校見学

10:05
山王神社着
山王神社見学

10:35
山王神社発
マイクロバスで浦上天
主堂へ移動

11:00
昼食会場発
マイクロバスで原爆資
料館へ移動

11:00 浦上天主堂着

11:30 浦上天主堂発

11:45 昼食会場着

12:00 昼食会場着 12:30 昼食会場発

12:50 昼食会場発 12:40
徒歩で移動
グラバー園着

13:10
青少年ピースフォーラ
ム会場着

グラバー園見学

13:30

青少年ピースフォーラ
ム参加
＊中学生と高校生・大
学生で会場が異なりま
す。

14 14:00
青少年ピースフォーラ
ム参加

14:00
グラバー園出口集合、
マイクロバスで移動

15:30
青少年ピースフォーラ
ム（２日目）終了

15:45 原爆資料館見学

16 16:10
長崎空港発【JAL1852
便】

17 17:00
青少年ピースフォーラ
ム（１日目）終了
市電で移動

17:45
原爆資料館出口集合、
マイクロバスで移動

18 18:00
交流会会場着
交流会参加

18:15 夕食会場着 18:00
羽田空港着
マイクロバスで移動

19 19:30 交流会終了 19:00
夕食会場発
稲佐山展望台見学

21:00 三鷹駅北口着・解散

20 20:00 宿泊ホテル着 19:30 宿泊ホテル着
21 21:00 ミーティング 21:00 翌日の準備等
22 22:00 就寝 22:00 就寝
*

10:35 平和祈念式典開式

15

10:10

9:10

12
原爆落下中心地・平和
祈念館見学

13 13:30
青少年ピースフォーラ
ム会場（平和会館ホー
ル）着

11

12:15

10 昼食会場着

８月９日（木曜日） ８月10日（金曜日）

武蔵野市青少年平和交流派遣団　３日間のスケジュール

平和公園着 9:50
城山小学校発
マイクロバスで山王神
社へ移動

８月８日（水曜日）

9 9:30
長崎空港着
マイクロバスで移動

朝食会場集合
7 7:25

羽田空港発【JAL1841
便】

7:30

色かけ部分は、青少年ピースフォーラムです。

11:30
長崎市長表敬訪問（原
爆資料館内にて）

11:45 平和祈念式典閉式

長崎空港着15:00
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派遣の様子  
                          

文章・写真：佐藤文子（１日目）  
稲垣 葵（２、３日目） 

 
派遣１日目 ８月８日（水曜日）  
 

主な活動 □長崎市長表敬訪問  
□国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館等見学  
□青少年ピースフォーラム１日目  

【長崎市長表敬訪問】  
 
 
 
 
 
 
 

 

【追悼平和祈念館等見学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【青少年ピースフォーラム１日目】 

 

 

 

 

 

派遣１日目 ８月８日（水曜日）  
 

邑上守正武蔵野市長とともに、長崎市長の

田上富久市長に表敬訪問させていただきまし

た。「長崎は町並みが美しく、食べ物もおいし

い素晴らしいところなので、ここ長崎では、

難しく考えるより色んなことを感じてくださ

い。」とおっしゃっていたのが印象的でした。

追 悼 平 和 祈 念 館 に は 追 悼 の 意 と 平 和 の 祈 り

を捧げる追悼空間があり、とても気の引き締

まる想いがしました。外国人の方も多く目に

し、長崎はこのように原爆の悲惨さを語り継

いでいるのだと実感しました。 

（写真は、原爆落下中心地見学の様子） 

ピースフォーラムでは被爆講話があり、とて

も心に響くお話でした。全国の自治体から学

生が集まり最初は緊張していましたが、簡単

なゲームなどを通し徐々に打ち解けることが

でき、楽しく交流することができました。 
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 派遣２日目 ８月９日（木曜日） 

 

主な活動 □長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 

□青少年ピースフォーラム２日目 

□原爆資料館見学 

 

【平和祈念式典】 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和祈念式典では、熱い太陽の下、原爆が投

下された 11 時２分に参加者全員で黙祷をし

ました。67 年前の今日、ここに原爆が投下さ

れたのだと実感した瞬間であり、心から世界

平和を願いました。武蔵野市内の井の頭自然

文化園の彫刻館内に原型がある、北村西望氏

による平和祈念像も圧巻でした。 

【青少年ピースフォーラム２日目】  
 

 

 
 
 
 
 
 

ピースフォーラム２日目は、中学生のグル

ープは平和宣言文の作成、高校生・大学生の

グループは、恒久平和実現に向けての意見交

換を行いました。生まれ育った地が異なる学

生同士、意見もさまざまで、とても充実した

話し合いとなりました。 

 

【 長 崎 原 爆 資 料 館 見 学 】  

 

 

 

 

 

 

 

長 崎 原 爆 資 料 館 で は 、 原 爆 被 害 の 実 相

を 物 語 る 展 示 が 多 く あ り 、 原 爆 の 恐 ろ し

さ を 肌 で 感 じ ま し た 。 原 爆 投 下 ま で の 経

緯 や 戦 後 の 核 開 発 競 争 な ど 、 歴 史 背 景 も

わ か り や す く 、 多 く の こ と を 感 じ 、 学 ぶ

こ と が で き ま し た 。  
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派遣３日目 ８月 10 日（金曜日） 

 

主な活動 □平和ガイドさんの案内による被爆遺構見学（長崎市立城

山小学校、山王神社、浦上天主堂） 

□  グラバー園見学 

【長崎市立城山小学校】               

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山王神社】 

    

           

                       
     

 

 

 

 

 

 

 

爆心地からわずか 500 メートルの距離にあ

った小学校です。原爆の投下により 1,400 余

名の児童、31 名の教職員、105 名の学徒勤労

報国隊員が亡くなりました。今でも被爆した

校舎やカラズザンショウの木など、被爆の恐

ろ し さ を 物 語 る も の が い く つ か 残 っ て い ま

す。平和の大切さを伝える「嘉代子桜」も校

庭にあります。 

爆 風 の 影 響 で 一 本 足 に な っ て し ま っ た 鳥 居

があります。きれいに半分になっていました。

また、同じく爆風の被害で、クスノキの内部に

石や岩が入っていました。どれだけ威力があっ

たのかがわかりました。         
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【浦上天守堂】        

    

 

 

 

  

爆 心 地 か ら 500ｍ の 距 離 に あ っ た 教 会 で

す。現在はステンドガラスもあり、とてもき

れいな建物ですが、原爆時にあったマリア像

などには焼け跡もいくつかありました。 

 

 

  

【グラバー園】  

 

 

 

 

 

 

一番有名なグラバー園住宅は、日本最古の木

造西洋風建築です。また、国指定重要文化財に

もなっています。 

他にも、豊かな国際文化を伝える建物がたく

さんありました。         

 

 

 

 

派遣団の活動が紹介されました。 
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中
高
生
た
ち
と
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
や
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
、深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

意
識
を
新
た
に
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

座談会内
う ち だ

田槙
しんいちろう

一郎くん
東京学芸大学附属小金井中学校1年生 市立第四中学校2年生 市立第三中学校1年生

生
な ま え

江健
け ん し ろ う

志郎くん稲
いながき

垣葵
あおい

さん

青少年
平和交流団
に参加した、

— 
ま
ず
、み
な
さ
ん
が
青
少
年

平
和
交
流
団
の一
員
と
し
て
、参

加
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

内
田　

小
学
生
の
と
き
に

「
平
和
」に
つ
い
て
の
授
業
が

あ
っ
て
、そ
の
と
き
に
被
爆
者

の
気
持
ち
を
考
え
た
ん
で
す

け
れ
ど
、あ
ま
り
よ
く
分
か

ら
な
く
て
。そ
れ
で
今
回
、被

爆
者
の
方
の
話
を
し
っ
か
り

聞
き
た
い
と
思
って
参
加
し
ま

し
た
。

生
江　

漫
画
の「
は
だ
し
の
ゲ

ン
」を
読
ん
だ
と
き
に
、広
島

の
原
爆
の
惨
状
に
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。そ
の
後
、家
族
で

広
島
に
行
っ
て
平
和
記
念
資

料
館
な
ど
を
訪
れ
た
り
し
た
ん
で
す
が
、長

崎
の
原
爆
の
こ
と
は
、広
島
ほ
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。だ
か
ら
気
に
なって
、

今
回
長
崎
の
原
爆
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

稲
垣　

中
学
１
年
生
の
と
き
に
国
語
の
授
業

で「
お
と
な
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
…
」

と
い
う
戦
時
中
の
話
を
学
び
ま
し
た
。そ
の

時
に
戦
争
って
何
だ
ろ
う
、平
和
って
何
だ
ろ

う
と
考
え
た
け
れ
ど
、も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
考
え

た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。

— 
平
和
祈
念
館
や
原
爆
資
料
館
、戦
後
67
年

経
っ
て
も
ま
だ
残
る
原
爆
の
痕
跡
な
ど
を
見
学

し
た
よ
う
で
す
が
、ど
う
で
し
た
か
。

稲
垣　

長
崎
は
と
て
も
き
れ
い
な
ま
ち
で
、

こ
ん
な
場
所
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
感
じ
で
し
た
。で
も
ク
ス
ノ
キ

に
原
爆
の
爆
風
で
飛
ん
だ
石
が
今
も
埋
ま
っ

て
い
た
り
、資
料
館
に
は
、原
爆
で
皮
膚
が
崩

れ
た
人
の
写
真
や
、原
爆
が
投
下
さ
れ
た
11

時
2
分
で
止
ま
って
い
る
時
計
が
あ
っ
た
り
し

て
、本
当
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

生
江　

広
島
の
原
爆
よ
り
も
長
崎
に
落
ち

た
原
爆
の
方
が
強
力
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

Musashino    14

長崎の被爆者・永野悦子
さんの被爆体験を
みんなで聞きました。



中 学 生 記 者 募 集 !!
あなたも『むさしのライフ A to Z』
の中学生記者に挑戦してみませんか。
武蔵野市内にまつわる素朴な疑問や知
りたいことなどを折り込みハガキに記
入して、どんどん応募してください。
友達と一緒の参加も歓迎です。

し
た
。だ
か
ら
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

広
島
よ
り
も
長
崎
の
方
が
、原
爆
の
爪
痕
が

今
も
た
く
さ
ん
ま
ち
に
残
って
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

内
田　

原
爆
に
よ
る
傷
が
建
物
に
残
って
い

た
り
、石
で
で
き
た
神
社
の
鳥
居
が
半
分
吹

き
飛
ば
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
驚
き
ま
し
た
。爆
風
や
熱
線
が
ど
れ
ほ
ど

の
も
の
だ
っ
た
の
か
、想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど

ひ
ど
かっ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

— 
「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
ど
ん
な

内
容
で
し
た
か
。

生
江　

ま
ず
被
爆
者
の
方
の
体
験
講
話
を

聞
き
ま
し
た
。弟
と
妹
が
原
爆
で
亡
く
な
っ

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、自
分
の
家
族
が

も
し
そ
う
な
っ
た
ら
と
思
う
と
、と
て
も
怖

か
っ
た
。

内
田　
「
日
本
が
も
っ
と
早
く
終
戦
を
受
け

入
れ
て
い
た
ら
亡
く
な
る
人
は
も
っ
と
少
な

かっ
た
」と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

稲
垣　

何
の
予
測
も
な
く
突
然
家
族
が
死

ぬ
、周
り
の
人
も
大
勢
死
ぬ
、と
い
う
こ
と
の

怖
さ
、悲
し
さ
を
痛
い
ほ
ど
感
じ
ま
し
た
。

— 
平
和
に
つ
い
て
、全
国
か
ら
来
た
中
高
生
た

ち
と
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。

稲
垣　

私
の
班
で
は「
相
手
に
思
い
や
り
を

持
つ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」を
話
し
合
い

ま
し
た
。い
ろ
ん
な
意
見
が
出
た
中
で「
相
手

の
欠
点
を
指
摘
し
て
あ
げ
る
の
も
思
い
や
り

だ
」と
い
う
意
見
が
出
て
、そ
う
い
う
考
え
も

あ
る
ん
だ
と
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

生
江　

僕
た
ち
の
班
は「
い
じ
め
を
し
な
い

た
め
に
は
」が
テ
ー
マ
で
し
た
。「
人
を
傷
つ
け

な
い
」と
か「
相
手
の
気
持
ち
を
思
って
嫌
が

る
こ
と
は
し
な
い
」と
か
意
見
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。

内
田　

僕
た
ち
は「
人
権
の
尊
重
」が
テ
ーマで

し
た
が
、やっぱ
り「
思
い
や
り
を
持
つ
」「
い
じ
め

を
な
く
す
」と
いった
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

— 
今
回
の
派
遣
を
終
え
て
、ど
ん
な
感
想
を

持
ち
ま
し
た
か
。

稲
垣　

家
族
と一緒
に
普
通
に
生
活
で
き
る

こ
と
が
、ど
れ
ほ
ど
平
和
で
幸
せ
な
こ
と
か

と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
家
族
や
友
だ
ち

を
も
っ
と
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

生
江　

戦
争
で
家
族
が
同
じ
目
に
あ
っ
た
ら

と
思
う
と
怖
かっ
た
。原
爆
１
発
で
こ
ん
な
こ

と
に
な
る
の
に
、今
で
も
核
兵
器
を
約
1
万

発
も
持
っ
て
い
る
国
が
あ
る
こ
と
が
異
常
に

思
え
ま
し
た
。

内
田　

平
和
祈
念
式
典
で
被
爆
者
の
方
々

が
歌
っ
た
歌
に「
も
う
二
度
と
つ
く
ら
な
い
で
、

私
た
ち
被
爆
者
を
」と
い
う
歌
詞
が
あ
っ
て

胸
に
残
り
ま
し
た
。戦
争
を
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、僕
た
ち
も
ず
っ
と

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

15   Musashino

「青少年ピースフォーラム」
ではみんなで話し合って
平和宣言文をつくりました。

爆風で飛んだ石がめりこ
んだまま残る山王神社の
クスノキを見学しました。

長崎から帰宅した
後、平和交流団での
体験をノートにまと
めました。

深く考えさせられたこと、
楽しかったこともあった平和交流団体験



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



事前・事後学習について 

                   

文章・写真：澤村 秋 

 

  結団式 ＜６月 11 日＞  

 

武蔵野市の平和事業について、団員の役割についての説明を受け、一人ずつ事

己紹介をし、派遣で何を学んできたいかを発表しました。また、班に分かれ事前

学習課題について話し合いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１回学習会 ＜６月 21 日＞  

 

講師 牛田 守彦さん（武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会副代表） 

島田 喜久恵さん（武蔵野けやき会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

牛田さんからは、武蔵野市への空襲を中心に

戦争時の様々なお話をお聞きしました。東京大

空襲のお話がとても印象深かった事を覚えてい

ます。 

 島田さんからは長崎原爆のお話をお聞きしま

した。島田さんは小学生のとき、長崎で被爆

し、当時のことは「『地獄』のよう」「思い出

すのも嫌、話すことも本当は嫌。戦争は二度と

すべきではない」と言いました。 

この言葉を胸に私達が平和についてもっと考

えていきたいと思いました。 
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第２回学習会 ＜７月８日＞                 

 

講師 牛田 守彦さん（武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会副代表） 

杉谷 昭夫さん（郷土史研究家・ボランティアガイド） 

 

見学地 □しじゅうから第二公園＜西東京市柳沢＞ 

□東伏見稲荷＜西東京市東伏見＞ 

□都立武蔵野中央公園・はらっぱむさしの＜武蔵野市八幡町＞ 

□都立井の頭自然文化園彫刻館＜武蔵野市御殿山＞ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

初めて見たものも多く、自分

が住んでいる町の新たな発見が

いくつもあったので楽しかった

です。戦争の遺品を多くの人達

に見てもらい、後世に残してい

きたいと思いました。 

井の頭自然文化園の彫刻館で

は、ボランティアガイドの杉谷

さんから、北村西望氏の平和祈

念像の原像についてのお話を聞

きました。 

  

 

 

被爆クスノキ 二世について  

 

はらっぱむさしのには、長崎市から譲り受けた被

爆クスノキ二世の苗木があります。『武蔵野市平和

の日』制定を記念し、市民の木であるハナミズキと

共に植樹されました。これらの木は武蔵野市平和の

木です。  

親の木は、長崎派遣の最終日に見学をしました。  
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 第３回学習会 ＜７月 26 日＞   

 

派遣前の最後の学習会です。  

 この日は各班、リーダーを中心に、それ

ぞれ事前に調べてきたことを模造紙にまと

め発表しました。各テーマは、１班は『世

界の核兵器と廃絶の取り組みについて』２

班は『長崎の自然・歴史・文化』３班は

『原爆の被害について』です。  

 

        

 

 

 

 

 

 
解団式 ＜８月 30 日＞  

 

 市長より、青少年ピースフォーラム終了証書を受け取り、各自が長崎で感じた

ことを発表しました。みなさんおつかれさまでした。  
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事前学習や派遣中に学んだことをまとめました。 

  

「ナガサキの原子爆弾」            文章：内田 寛之 

 

被爆地  ナガサキ 

投下日時 １９４５年８月９日 

名称   ファットマン 

原料   プルトニウム 

被害者数（現在まで） 約１５万人 

 

なぜ被爆地が、ナガサキ？ 

原爆投下地の選定基準と原爆をアメリカが使用したそもそもの理由 

①  原爆の力を調べたい 

８月までに空襲を受けていない都市を選ぶ必要があった 

②  大きな都市地域に存在する重要目標（基地など）である事 

③  爆風により効果的に破壊できる地形である事 

④  早く負けさせたい 

⑤  技術のリードを世界中に見せつける為 

上記の理由①②③からアメリカは被爆都市をヒロシマと小倉を予定していたが小

倉は、数日前の爆撃による残煙と断雲に目標を遮られ、第二目標のナガサキとな

った。当日のナガサキ上空は風が強く、三菱工場の上空を目標にしていたが、少

しずれたという話もある。 

 

原子爆弾の威力 

エネルギーの内訳は、爆風 50%、熱線 35%、放射線

15%。地表面温度は爆心地付近で 3000～4000℃、

１キロ以内で 1800℃。爆風は爆心地付近で風速

（秒速）440m、１キロで 160m 

放射線による人体の影響は、被爆直後に現れた急

性期の障害と、1946 年初頭から現在までに現れた

後障害がある。 
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被爆地から学んだこと  

 

武蔵野市青少年平和交流派遣団長   

                        大杉  由加利  

 

 今 年 ８ 月 、 大 学 生 を 含 む 15 名 の 青 少 年 た ち と 長 崎 市 を 訪 問 し ま し た 。

派 遣 団 が 参 加 し た 青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム は 、 長 崎 市 の 主 催 で は あ り ま

す が 、 企 画 や 運 営 は 高 校 生 ・ 大 学 生 が 主 体 で あ る 若 い ス タ ッ フ た ち に よ

っ て 行 わ れ て い ま し た 。 長 崎 市 で は 、 小 学 生 か ら 平 和 学 習 を 徹 底 し て 行

い 、 被 爆 地 に 生 ま れ 育 っ た と い う こ と の 意 味 を 繰 り 返 し 考 え て い く 機 会

を 与 え ら れ ま す 。 同 じ く 被 爆 地 で あ る 広 島 で も 同 様 で あ る こ と は 、 グ ル

ー プ に 分 か れ て の 討 論 で 、 長 崎 ・ 広 島 の 学 生 た ち の 意 識 や 発 言 が 突 出 し

て い る こ と か ら も 見 て 取 れ ま し た 。 こ れ は 、 行 政 や 学 校 が 継 続 し て 意 識

啓 発 を し て い く し く み が 整 っ て い る と と も に 、 各 家 庭 や 地 域 に お い て 、

原 爆 の 悲 痛 な 実 相 や 被 爆 の 実 態 を 後 世 に 伝 え 、 こ の 悲 劇 を 繰 り 返 し て は

い け な い と い う 一 人 ひ と り の 強 い 想 い が 受 け 継 が れ て い る か ら で は な い

で し ょ う か 。  

そ れ で も 、 平 和 ガ イ ド の 方 に よ る と 長 崎 市 内 の 原 爆 の 痕 跡 が 年 々 消 え

て マ ン シ ョ ン や 店 舗 に 変 容 し つ つ あ る と い う 話 が 印 象 的 で し た 。 戦 後 67

年 、 戦 争 体 験 者 が 年 々 少 な く な り 、 ま ち が 変 わ っ て い く こ と は 、 あ る 程

度 し か た の な い こ と か も し れ ま せ ん 。 そ ん な 中 、 今 回 の 派 遣 団 の よ う な

若 者 た ち が 、 戦 争 の 実 相 を 身 近 に 感 じ 、 そ れ を 誰 か に 伝 え た い と 考 え た

こ と は 非 常 に 価 値 の あ る こ と だ と 感 じ ま し た 。 若 い 彼 ら が い ず れ 中 核 と

な り 、 今 後 の 平 和 な 武 蔵 野 市 、 平 和 な 世 界 を 築 い て い っ て く れ る こ と を

期 待 し て い ま す 。  
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貴重な体験  

 

内田  寛之  

 

私 は 武 蔵 野 在 住 、在 学 の 為 今 回 の 交 流 団 申 込 み 書 を 二 枚 見 る 事 が 出 来 ま

し た 。最 初 は「 こ ん な 企 画 が あ る ん だ ！ ！ 」程 度 の 感 覚 し か あ り ま せ ん で

し た 。高 校 二 年 生 と い う 年 令 上 、ク ラ ブ 活 動 、勉 強 と 時 間 は 押 し て い ま し

た が 、 折 角 の 機 会 を 逃 す の も 、 も っ た い な く 参 加 さ せ て 頂 き ま し た 。  

実 際 、現 地 で の「 ピ ー ス・フ ォ ー ラ ム 」の 出 席 で は 、日 本 各 地 か ら 集 結

し た 学 生 と の 交 流 会 は 、自 分 自 身 へ の 中 身 の 濃 い も の に な り ま し た 。当 た

り 前 に な っ て い る「 平 和 」と い う 言 葉 や 、知 ら な い「 戦 争 」と い う 体 験 に

つ い て 、 沢 山 の 若 い 世 代 が 「 知 ろ う 、 語 っ て い こ う 。」 と 深 い 認 識 を 持 っ

て い る 事 が 伺 え ま し た 。 こ の 認 識 こ そ が 本 当 に 重 要 な 事 だ と 思 い ま す 。  

長 崎 に 出 向 く 前 に 、戦 争 に 関 す る 書 物 を 何 冊 も 読 み 、即 席 の 知 識 で は あ

り ま し た が 、予 習 を 身 に つ け て 色 々 な 思 い を 抱 き ま し た が 、や は り 現 地 に

行 く か ら こ そ 感 じ る 空 気 、 生 の 声 が 聞 け た 事 も 私 の 財 産 に な り ま し た 。  

昨 年 は 広 島 平 和 記 念 館 を 訪 れ 、今 年 は 長 崎 に 行 き ま し た 。日 本 は 世 界 で

唯 一 の 原 子 爆 弾 被 爆 国 で す 。 誰 が こ の 悲 惨 さ を 世 界 中 に 訴 え て い く の か 。

そ れ は 私 達 、日 本 国 に 住 む 人 達 以 外 あ り え な い の で す 。他 に は 誰 も い ま せ

ん 。声 を 大 に し て 訴 え て い か な い 事 に は 、沢 山 の 尊 い 命 は 救 わ れ な い の で

す 。「 平 和 」 と は 何 か 。 一 言 で は 語 り 尽 く せ な い 課 題 に も な り ま し た 。  

「 戦 争 の 悲 惨 さ と 、平 和 の 尊 さ 」を 語 り 継 い で い く こ と が 、私 達 若 い 世 代

の 義 務 、権 利 だ と い う 事 を 、こ の 交 流 団 に 参 加 し て 確 信 し ま し た 。貴 重 な

体 験 、 機 会 を 授 け て 頂 き 、 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  
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平和交流派遣を終えて 

 

島田 洋恵 

 

私は今回この派遣を終えて、若い人達へ平和の大切さ、67 年前ここ日本で起きて

いたことを伝えていかなければと強く感じました。昨年の長崎のピースボランティ

アの方々との交流、そして今年に入り母校四中での「嘉代子桜」という朗読劇の上

演等、平和について考える機会は何度かありましたが、正直私はそこまで考えてい

ませんでした。ですが今回長崎へ行って思いが変わりました。一日目のピースフォ

ーラムでの永野悦子さんの被爆体験講話、永野さんはとてもお年を召されていて話

をされるのも大変そうでした。その時私は長崎市の田上市長の話を思い出しました。

「被爆者の方々がお年を召されて被爆体験講話を行うことが難しくなってきてい

る、だから君達の世代が次の世代につないでいかなければならない。君達がバトン

を引き継いでいってほしい。」その話が頭の中に残りました。 

ですが、私達は戦争を経験していません。戦争を経験していない私達が伝えてい

くのは難しいと思います。何があったか、何を経験されたのか受け継ぐことはでき

ると思いますが、その人の思いを受け継ぎ、伝えていくのは容易ではないでしょう。

今後、私達が伝えていくにあたって最大の壁となるはずです。その壁を乗り越える

為に何をしていくべきか考えていきたいと思いました。 

そして８月 21 日に武蔵野プレイスで行われた「嘉代子桜」の上演、小学生から

お年寄りまで幅広い年齢層の方々が来てくれました。長崎で見た城山小学校、嘉代

子桜、浦上天主堂を思い出しながら演じました。やはり、実物を見てからだと劇に

対する気持ちの入れ方も変わり四中で演じたものとは違ったものになりました。見

に来てくれた方々からの評判もよく劇もうまくいったので良かったです。見に来て

くれた人達が少しでもいいので平和について考えてくれたらと願っています。こう

いう活動に参加していくことがバトンを引き継いでいく為の第一歩だと思いまし

た。これから先も平和に関する活動があれば参加したいと思います。 
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平和交流派遣を終えて  

 

髙林  彩香  

 

こ の た び の 武 蔵 野 市 青 少 年 平 和 交 流 派 遣 団 で 派 遣 さ れ る に あ た り 、私 は

多 く の こ と を 学 び ま し た 。そ の 内 容 は 、原 子 爆 弾（ 核 兵 器 ）が い か に 恐 ろ

し い 被 害 を 及 ぼ し た か 、 平 和 は い か に 大 切 か に つ い て で す 。  

実 際 に 見 た 原 子 爆 弾 に よ る 被 害 は 、事 前 学 習 で 知 っ て い た も の よ り は る

か に 衝 撃 的 で し た 。原 爆 資 料 館 や 浦 上 天 主 堂 な ど の 現 在 に 残 っ て い る 被 爆

の 跡 を 巡 り 、 目 で 見 て 感 じ た か ら こ そ 、 わ か る も の だ っ た と 思 い ま す 。  

そ し て 、そ の 被 害 の 大 き さ を 知 っ た か ら こ そ 、平 和 に つ い て さ ら に 深 く 考

え る こ と が で き ま し た 。 二 度 と あ の よ う な 惨 劇 を 起 こ し て は な ら な い と 、

強 く 思 い ま す 。  

 私 は こ れ か ら 社 会 に 出 る に あ た っ て 、今 回 で 学 ん だ こ と を 最 大 限 に 生 か

し 、戦 争 や 原 子 爆 弾 の 非 正 当 性 に つ い て を 語 り 継 い で い け た ら と 思 い ま す 。

実 際 に 被 爆 を 経 験 さ れ た 方 達 も 、 私 た ち の 世

代 が 大 人 に な る こ ろ に は 、 も う お 亡 く な り に

な っ て い る こ と で し ょ う 。 私 た ち は そ の 方 々

に 代 わ っ て 声 を 上 げ て ゆ く 必 要 が あ り ま す 。

で な け れ ば こ の 惨 劇 の 存 在 が 忘 れ 去 ら れ て し

ま う か も し れ ま せ ん 。  

そ し て 、 今 回 の 派 遣 団 に 参 加 し た こ と を 決

し て 忘 れ ず に 、 こ こ で 学 ん だ 数 々 の こ と を こ

れ か ら の 自 分 の 人 生 に も 役 立 て て い き た い で

す 。  
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長崎に行って  

 

生江  健志郎  

 

ぼ く は 武 蔵 野 青 少 年 平 和 交 流 派 遣 団 の 団 員 と し て 長 崎 へ 行 き 平 和 を 学

び ま し た 。  

様 々 な 平 和 イ ベ ン ト に 参 加 し ま し た が そ の 中 で も 心 に 残 っ た と こ ろ が

二 つ あ り ま す 。  

一 つ 目 は 青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム で す 。  

日 本 全 国 か ら 集 ま っ た 中 高 生 と 平 和 に つ い て 語 り あ い 、い ろ い ろ な 人 の 平

和 に 対 す る 思 い を 聞 く こ と が で き ま し た 。ま た 、永 野 悦 子 さ ん の 被 爆 体 験

講 話 を 聞 い て 命 を 大 切 に し て 、 家 族 を 大 事 に し た い と 思 い ま し た 。  

二 つ 目 は 原 爆 落 下 中 心 地 で す 。  

ぼ く は こ こ に 67 年 前 に 原 爆 が 落 ち た と い う の は 一 瞬 信 じ ら れ ま せ ん で し

た 。 辺 り は 建 物 が 建 ち 、 緑 が あ り 美 し い 町 だ っ た か ら で す 。  

こ こ の 辺 り は 原 爆 で 破 壊 さ れ 70 数 年 は 草 木 が 生 え な い だ ろ う と い わ れ て

い ま し た 。し か し 、長 崎 の 人 々 は 協 力 し て 復 興 し 、あ の 焼 け 野 原 か ら 美 し

い 町 並 を と り 戻 し た の で す 。  

そ れ を 思 う と ぼ く は  

「 人 間 っ て す ご い な 。」  

と 感 心 し ま す 。  

ぼ く は 長 崎 へ 行 き 戦 争 の 悲 惨 さ 、 平 和 の 尊 さ を 知 る こ と が で き ま し た 。 

ヒ ロ シ マ 、ナ ガ サ キ の 悲 劇 を 二 度 と く り か え さ な い よ う に 平 和 活 動 や 平 和

イ ベ ン ト に 積 極 的 に 参 加 し 一 人 で も 多 く の 人 々 に 原 爆 の 恐 ろ し さ を 知 っ

て も ら い た い と 思 い ま す 。ま た 、こ の 長 崎 の 体 験 を い ろ ん な 人 に 伝 え て い

き た い と 思 っ て い ま す 。  
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平和交流派遣を終えて  

 

筑波  奈美  

 

私 は 今 回 武 蔵 野 市 青 少 年 平 和 交 流 派 遣 団 に 参 加 さ せ て い た だ い て 、た く

さ ん の も の を 見 て 、聞 い て 、学 び ま し た 。そ し て 、学 ん だ こ と を 周 り の 人

や 後 世 に 伝 え て い か な け れ ば な ら な い と 強 く 感 じ ま し た 。私 が 伝 え て い き

た い こ と は ３ つ あ り ま す 。  

 

ま ず 一 つ 目 は 、原 爆 の 実 相 で す 。一 日 目 の ピ ー ス フ ォ ー ラ ム で は 、私 た

ち と 同 年 代 の 長 崎 の ピ ー ス ボ ラ ン テ ィ ア の 人 た ち が わ か り や す く 原 爆 の

こ と に つ い て 教 え て く れ ま し た 。今 ま で 学 校 で の 授 業 や 、今 回 の 派 遣 た め

の 事 前 学 習 で 知 っ て い た こ と も あ り ま し た が 、初 め て 知 る こ と が 多 く あ り

ま し た 。長 崎 や 広 島 の 子 供 た ち は ち ゃ ん と 知 識 が あ る の に 、私 は 東 京 に す

ん で い る か ら 知 ら な い と い う の は 、ダ メ だ と 思 い ま し た 。ピ ー ス フ ォ ー ラ

ム の あ と 原 爆 資 料 館 に 行 き ま し た 。 爆 心 地 の 温 度 は 4000 度 だ っ た と 数 字

で 聞 い て も ま る で 想 像 で き ま せ ん で し た が 、資 料 館 で ま っ く ろ に 焦 げ た 遺

体 の 写 真 を み て 、4000 度 の 熱 さ を 理 解 し ま し た 。こ の よ う に 、知 識 を 得 て

か ら 、 実 際 に 資 料 館 や 遺 構 な ど を 訪 れ る こ と が 必 要 な の だ と 思 い ま し た 。 

 

二 つ 目 は 、被 爆 者 の 方 の 体 験 談 で す 。ピ ー ス フ ォ ー ラ ム で 聞 い た 永 野 悦

子 さ ん の 体 験 談 は 、あ ま り の 悲 惨 さ に 涙 が 止 ま り ま せ ん で し た 。亡 く な っ

た 方 だ け で な く 、残 さ れ た 者 の 精 神 的 な 苦 し み も 大 き い の だ と い う こ と を

痛 感 し ま し た 。原 爆 体 験 者 が 減 っ て き て い る 今 。被 爆 者 の 方 々 が 口 を 揃 え

て お っ し ゃ る「 戦 争 が な か っ た な ら ば 」と い う 思 い を 伝 え て い く の は 私 た

ち な の だ と 、 強 く 使 命 を 感 じ ま し た 。  

 

最 後 に 三 つ 目 は 、平 和 の 大 切 さ で す 。私 た ち は 、戦 争 を 経 験 し た こ と が

あ り ま せ ん 。戦 争 に 興 味 が な い 人 も い る と 思 い ま す 。実 際 私 も 、戦 争 の 問

題 は 難 し い こ と で 、私 に は 関 係 な い と 感 じ て い る 部 分 が あ り ま し た 。し か

し 、ピ ー ス ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の ピ ー ス ラ イ ダ ー の 劇 で 、平 和 は 身 近 な と

こ ろ か ら 作 ら れ て い く の だ と 、気 付 か さ れ ま し た 。私 で も 、ピ ー ス ビ ー ム

が 打 て る の だ 、と 思 い ま し た 。だ か ら 、戦 争 を 知 ら な い 私 た ち が 自 分 自 身

の 問 題 と し て 、 平 和 を 願 っ て 行 く こ と が 大 切 だ と 思 い ま す 。  

 

私 は 、将 来 小 学 校 の 先 生 に な る の が 目 標 で す 。長 崎 で 全 国 の 学 生 と 交 流
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す る 中 で 、長 崎 や 広 島 で は 小 学 校 で の 平 和 学 習 が 充 実 し て い る の に 対 し て 、

他 県 の 学 校 は 平 和 に つ い て 学 ぶ 機 会 が 少 な い こ と に 疑 問 を 感 じ ま し た 。だ

か ら 、私 は 、平 和 の 大 切 さ を 教 え て い く こ と の で き る 先 生 に な り た い で す 。 

 

最 後 に 、今 回 の 経 験 で 自 分 自 身 が ひ と ま わ り 成 長 で き た こ と に 感 謝 し て 、

私 の 報 告 を 終 わ り ま す 。  
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Peace in the world 

 

澤村  秋  

 

長 崎 へ 派 遣 に 行 く 前 、 事 前 学 習 と し て 様 々 な こ と を 学 び ま し た 。  

武 蔵 野 市 に あ る 被 爆 遺 構 を 見 て 回 っ た り 、被 爆 者 の 方 の お 話 や 長 崎 に 原

爆 が 落 ち た 情 景 な ど 、 沢 山 の 事 を 知 り 自 ら の 意 識 を 高 め て い き ま し た 。  

ま た 、聞 く 一 方 で は な く 最 後 の 学 習 会 で は 自 分 達 で そ れ ぞ れ の テ ー マ を

調 べ 、 お 互 い に 発 表 し あ い ま し た 。  

長 崎 で は 表 敬 訪 問 に 始 ま り 、青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム・平 和 祈 念 式 典 へ

の 参 加 な ど 沢 山 の 経 験 を さ せ て い た だ き ま し た 。  

そ の 中 で も 私 が 印 象 深 か っ た の は 原 爆 の こ と に つ い て で す 。  

原 爆 資 料 館 の す さ ま じ い 写 真 や 遺 品 。  

様 々 な 被 爆 遺 構 の 見 学 で は 今 ま で 写 真 や グ ラ フ・数 字 な ど で し か 見 た こ

と が な か っ た 原 爆 の 威 力 や そ れ に よ る 被 害 な ど を 感 じ さ せ ら れ ま し た 。  

改 め て 、 原 爆 の 恐 ろ し さ を 認 識 し ま し た 。  

私 達 は 先 日 、「 嘉 代 子 桜 」 と 言 う 長 崎 で 今 で も 語 り 継 が れ て い る 物 語 を

朗 読 し ま し た 。  

私 達 が 中 三 の 頃 に 一 度 朗 読 し た こ と の あ る 物 語 な の で す が 、そ の 頃 よ り

も 良 い も の を 市 民 の 皆 さ ん に 向 け て 発 信 で き た の で は な い か と 思 い ま す 。 

長 崎 の 子 達 と の 交 流 で 平 和 に つ い て 伝 え る こ と の 大 切 さ な ど 様 々 な 事

を 学 び ま し た 。  

私 達 も 武 蔵 野 市 か ら 平 和 に つ い て 多 く の こ と を 発 信 し て い き た い と 思

い ま す 。  
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平和交流派遣を終えて  

 

稲垣  葵  

 

長 崎 県 へ の 派 遣 を 終 え て 私 が 強 く 感 じ た こ と が あ り ま す 。 そ れ は 「 二

度 と 戦 争 が 起 こ っ て は い け な い 」 と い う こ と で す 。 今 回 の 派 遣 で は 被 爆

者 の 方 の 話 を 聞 い た り 、 原 爆 に 関 す る 資 料 館 を い く つ か 訪 れ た り し ま し

た 。 そ こ で 戦 争 が ど れ ほ ど 悲 惨 な も の か 分 か り ま し た 。 被 爆 者 の 方 の 話

は 、 本 当 に こ ん な こ と が 起 こ っ た の か ？ と 感 じ る よ う な 話 で し た 。 家 族

が 焼 け て な く な っ て い た り 、 全 身 や け ど し て い た り 、 川 に は 死 体 が ご ろ

ご ろ と 転 が っ て い る ・ ・ ・ な ど 想 像 す る だ け で 、 恐 ろ し い で す 。 ま た 、

家 族 と そ ん な 状 態 で 対 面 し た 、 被 爆 者 の 方 の 気 持 ち を 考 え る と か わ い そ

う で 仕 方 な く な り ま し た 。 こ ん な 体 験 を 思 い 出 す の は 辛 い こ と だ と 思 う

の に 話 し て 下 さ っ た の で 、 こ れ か ら は 話 を 聞 い た 私 達 も 戦 争 を 知 ら な い

人 た ち に 伝 え て い か な い と い け な い の だ と 思 い ま す 。 ま た 、 こ ん な 思 い

を す る 人 達 が こ れ 以 上 増 え て は い け な い と 思 い ま す 。  

原 爆 に 関 す る 資 料 館 は 、 原 爆 当 時 の ま ま の 建 造 物 の 跡 や 食 器 、 服 な ど

が 残 っ て い ま し た 。 ま た 、 戦 争 中 の 痛 ま し い 写 真 や 映 像 に は 目 を そ む け

て し ま い ま し た 。 そ こ に 自 分 が い た ら 、 ど う な っ て い た の か ・ ・ ・ 今 の

生 活 を し て い る と 考 え ら れ ま せ ん 。 今 の 生 活 が ど れ ほ ど 平 和 で 幸 せ な も

の な の か 感 じ ま し た 。 こ の 派 遣 で 、 世 界 中 が 『 平 和 』 を 強 く 願 わ な い と

い け な い こ と を 改 め て 気 づ か さ れ た 気 が し ま す 。  

で す が 、 こ の こ と は 世 界 中 の 人 々 が ず っ と 思 い 続 け な い と い け な い の

で す 。 私 達 が 世 界 中 の 人 々 に 直 接 伝 え る こ と は 出 来 ま せ ん 。 で も 、 そ れ

ぞ れ が 一 人 で も 多 く 身 近 に い る 人 に 話 し て い け ば 、 そ の 輪 が 広 が り 、 思

う 人 が 多 く な る と 思 い ま す 。 だ か ら 、 私 は こ の 派 遣 で 学 ん だ こ と を い ろ

い ろ な と こ ろ で 話 し て い こ う と 思 い ま す 。 そ し て 、 今 平 和 に 過 ご せ て い

る こ と に 感 謝 し て 毎 日 を 過 ご し て い こ う と 思 い ま す 。  
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二度と繰り返さないで  

 

内田  槙一郎  

 

今 回 長 崎 へ 行 き 、 被 爆 者 の 方 か ら 話 を 聞 き ま し た 。  

僕 が 青 少 年 平 和 交 流 団 に 入 ろ う と 思 っ た 理 由 は 、小 学 校 で 、国 語 の 時 間

に「 平 和 」に つ い て の 授 業 を 受 け た か ら で す 。内 容 は 、「 原 爆 が 投 下 さ れ 、

被 爆 者 は ど ん な 気 持 ち だ っ た か 。」を 想 像 で 考 え る こ と で し た 。け れ ど も 、

想 像 し た こ と が 本 当 か は 分 か り ま せ ん 。だ か ら 、実 際 に 長 崎 に 行 き 、被 爆

者 か ら 原 爆 が 投 下 さ れ て ど ん な 様 子 、気 持 ち だ っ た の か 、直 接 知 り た い と

思 い ま し た 。  

そ し て 実 際 に 行 っ て み て 、 原 爆 で の 被 害 は と て も 広 い 範 囲 に 及 ん だ と 、

改 め て 知 り ま し た 。爆 心 地 の と こ ろ は 土 が な く 、大 き な 被 爆 ク ス ノ キ の 中

に は 、 爆 風 に よ り 、 石 が 入 っ て い た り し て い ま し た 。 こ の こ と を 知 っ て 、

胸 が 痛 み ま し た 。又 、恐 怖 も 感 じ ら れ ま し た 。本 当 に 沢 山 の 死 者 が 出 た と

思 い ま す 。  

平 和 祈 念 式 典 で 、「 も う 二 度 と 」 の 歌 の 中 で 、「 も う 二 度 と 作 ら な い で 、

被 爆 者 を 」と い う 歌 詞 が あ り ま し た 。や は り 、あ の 悲 劇 を 繰 り 返 し た く な

い と い う 思 い が あ る こ と が 分 か り ま し た 。他 に も 、被 爆 者 の 話 に も あ っ た

よ う に 、家 族 が 亡 く な っ た 時 は 、悲 し す ぎ て 泣 く こ と が 出 来 な か っ た と お

っ し ゃ っ て い ま し た 。そ う な っ て し ま っ た 理 由 に は 天 皇 が「 戦 争 を 続 け よ

う 」と 指 示 を し た こ と も あ っ た そ う で す 。指 示 を 出 す 前 に 、負 け を 認 め れ

ば 良 か っ た の に・・・と 被 爆 者 は 訴 え て い ま し た 。そ し て 、こ の よ う な こ

と が 、 今 後 二 度 と 起 き て は な ら な い と

強 く 思 い ま し た 。 そ の た め に 、 僕 達 に

は 何 が 出 来 る の か 、 考 え ま し た 。 僕 に

は ま だ は っ き り と し た 答 え は 、 見 つ か

り ま せ ん が 、 こ れ か ら も 長 崎 で 見 聞 き

し た こ と を 忘 れ ず 、 友 達 や 家 族 と 一 緒

に 考 え て 行 き た い で す 。 そ し て 、 僕 な

り の 答 え を 見 つ け て 、 次 世 代 へ 伝 え て

い き た い で す 。  
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研修を終えて  

 

  山本  すみれ  

 

三 日 間 、 私 は 武 蔵 野 市 青 少 年 平 和 交 流 派 遣 団 と し て 長 崎 に 行 き 、 核 兵 器

の 恐 ろ し さ 、恒 久 平 和 の 必 要 性 を 強 く 体 感 し ま し た 。多 く の 原 爆 に 関 わ る

場 所 に 行 き 、 そ こ で あ っ た 悲 惨 な 状 況 を 見 聞 き し ま し た 。  

そ の 中 で 一 番 印 象 に 残 っ た の は 、 原 爆 資 料 館 で 見 た 原 爆 被 害 の 映 像 や 写

真 で す 。東 京 で も 広 島 や 長 崎 の 原 爆 被 害 を 資 料 な ど を 通 し て 知 っ て い ま し

た が 、そ こ で 見 た 原 爆 犠 牲 者 た ち の 直 視 で き な い 姿 に と て も 胸 が 痛 み ま し

た 。「 こ れ が 人 間 な の か 」 多 く の 人 の 変 わ り 果 て た 姿 に こ う 思 わ ず に は い

ら れ ま せ ん で し た 。そ し て 、原 爆 の 恐 ろ し さ 、戦 争 に 対 す る 怒 り が こ み あ

げ て き ま し た 。以 来 、私 は 戦 争 の な い 世 界 は ど う す れ ば 実 現 で き る の だ ろ

う か と 、 よ り 真 剣 に 考 え る よ う に な り ま し た 。  

原 爆 資 料 館 に 行 く 前 に 、 各 地 の 学 生 と 平 和 に つ い て 考 え る 時 間 が あ り 、

そ の と き の テ ー マ が 、「 核 兵 器 を な く す た め に は ど う し た ら よ い か 」 と い

う も の で し た 。「 自 分 が 世 界 の ト ッ プ に な っ て 、核 兵 器 を な く す 」「 幼 い 頃

か ら 核 兵 器 は あ っ て は な ら な い も の だ と 教 育 す る 」な ど 様 々 な 意 見 が で ま

し た 。皆 、真 剣 に 考 え て い る こ と が 伝 わ っ て き て 、ど れ も 良 い も の で し た 。

私 は 、異 な る 環 境 で 育 ち 、学 ん で き た 人 々 が 平 和 を 真 剣 に 考 え 、意 見 を 出

し 合 い 、そ れ を 実 現 し よ う と す る 姿 に 心 か ら 感 動 し ま し た 。こ う い っ た こ

と が 、広 島 や 長 崎 だ け 、し か も 原 爆 が 投 下 さ れ た 日 だ け で な く 、世 界 中 で

日 常 的 に 行 わ れ る よ う に な っ て い け ば 、皆 の 平 和 に 対 す る 意 識 が も っ と 高

ま る と 思 い ま し た 。  

今 私 は 、 誰 も が 簡 単 に 平 和 に つ い て 考 え ら れ る 機 会 を 作 れ ば 、 戦 争 を な

く す こ と が で き る と 考 え て い

ま す 。 今 後 、 私 が 平 和 活 動 に

参 加 し て い く な か で 、 こ の 意

見 を 実 現 で き る よ う 頑 張 り ま

す 。 歴 史 は 繰 り 返 す と い い ま

す 。 二 度 と こ の 恐 ろ し い 戦 争

を 繰 り 返 さ な い た め に も 、 犠

牲 者 の 思 い を 胸 に 今 を 生 き て

い き ま す 。  
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平和交流派遣を終えて  

 

菊地  健太  

 

私 は 長 崎 で 様 々 な 貴 重 な 経 験 を し ま し た 。そ の 中 で も 特 に 印 象 に 残 っ た

物 が 二 つ あ り ま す 。  

一 つ 目 は 平 和 祈 念 式 典 で す 。  

今 ま で ニ ュ ー ス や 新 聞 な ど で し か 見 る こ と が で き な か っ た も の な の で

本 当 に 行 く こ と が で き て よ か っ た で す 。  

会 場 で は 厳 か な 空 気 の 中 で 式 典 が 行 わ れ と て も 多 く の 人 が 参 列 し て い

ま し た 。 被 爆 者 の 方 の ス ピ ー チ も と て も 印 象 に 残 り ま し た 。  

二 つ 目 は 青 少 年 ピ ー ス フ ォ ー ラ ム で す 。  

私 は 今 ま で も 様 々 な 平 和 活 動 を し て い ま し た が 、な か な か 同 世 代 の 人 た

ち と 戦 争 や 平 和 に つ い て 話 し あ う 機 会 が な か っ た の で 良 い 経 験 に な り ま

し た 。  

自 分 自 身 余 り 積 極 的 に 話 す こ と が で き な か っ た の で す が 、周 り の 人 た ち

に「 君 は ど う 思 う ？ 」な ど と 話 し か け て も ら い 自 分 の 意 見 を 口 に す る こ と

が で き ま し た 。  

そ の 話 し あ い の 場 で「 平 和 の 大 切 さ を 多 く の 人 に 知 っ て も ら う こ と が 大 切

だ 」 と い う 意 見 が あ り ま し た 。  

私 は こ の 意 見 が と て も 重 要 な こ と だ と 思 い ま し た 。  

こ う い っ た 話 し あ い の 場 で 自 分 た ち だ け が 平 和 の 大 切 さ を 知 る よ り 多

く の 人 が 知 っ た 方 が よ っ ぽ ど 価 値 が あ る と 思 う か ら で す 。  

私 は こ の 意 見 を 元 に も っ と 多 く の 人 に 平 和 の 大 切 さ を 知 っ て も ら え る

活 動 を し よ う 思 い ま し た 。  
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長崎平和交流派遣団に参加して  

 

塩澤  理紗  

私 は 今 回 、平 和 交 流 派 遣 団 に 参 加 さ せ て 頂 き ま し た が 、ま ず 興 味 を 持 っ

た の は 、『 平 和 と は 何 か 』 と い う 事 で し た 。  

ピ ー ス フ ォ ー ラ ム で は 、他 の 都 道 府 県 の 人 達 と 交 流 し て 平 和 に つ い て 考

え ま し た 。『 平 和 で な い 時 』 は ど う い う 事 か を 考 え て い た 時 、 ふ い に シ リ

ア な ど で は 今 で も 戦 争 が 続 い て い る と い う 事 を 思 い 出 し ま し た 。最 近 で も 、

シ リ ア で 日 本 人 ジ ャ ー ナ リ ス ト が 戦 争 に 巻 き 込 ま れ て 死 亡 す る と い う 事

件 が あ り 、改 め て 戦 争 の な い 平 和 な 世 界 に す る に は ど う す れ ば い い の か を

考 え さ せ ら れ ま し た 。  

次 に 関 心 を 持 っ た の は 、長 崎 平 和 祈 念 式 典 に つ い て で す 。こ の 式 典 は 毎

年 当 た り 前 の よ う に NHK で 放 送 さ れ て い ま す が 、い つ か ら や っ て い る の か

と い う 事 が 知 り た く な り ま し た 。  

９ 日 の 式 典 が 終 わ っ た 後 、原 爆 資 料 館 に 行 き 年 表 を た ど っ て い る と 、平

和 式 典 と 同 じ よ う な も の を 終 戦 か ら 早 く も 10 年 以 内 に 行 っ て い て 、 正 式

に『 平 和 式 典 』と 決 ま っ た の も そ れ か ら 約 ５ 年 後 だ と い う こ と が わ か り ま

し た 。終 戦 し て か ら ま だ 完 全 に 復 興 し て い な い 頃 か ら 、戦 争 で 亡 く な っ た

人 々 の 事 を 思 い 、二 度 と 戦 争 が 起 こ ら な い よ う に 願 い 続 け 、今 で も そ の 式

典 が 残 っ て い る と い う 事 は 、平 和 な 世 界 に 少 し ず つ 近 づ い て い く 為 に 意 味

の あ る 素 晴 ら し い こ と な の だ と 思 い ま し た 。  
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長 崎 に 行 く 前 は 、戦 争 の 事 を 知 る 手 掛 か り は 本 や テ レ ビ の 他 に 祖 父 母 の

話 し か あ り ま せ ん で し た 。し か し 、今 回 長 崎 に 行 っ て み て 、戦 争 は 二 度 と

起 こ っ て ほ し く な い と て も 恐 ろ し い こ と で 、 そ れ を 経 験 し た 人 々 は 1 日 1

分 1 秒 で も 早 く 戦 争 の 無 い 平 和 な 世 の 中 に な っ て ほ し い と 強 く 願 っ て い る

と い う 事 が 分 か り ま し た 。 実 際 に 戦 争

を 経 験 し た 方 は も う お 年 寄 り の 方 ば か

り な の で 、 こ れ か ら は 私 達 若 い 世 代 が

そ の 方 た ち の 経 験 し た こ と を 次 世 代 に

引 き 継 い で 行 く に は ど う し た ら 良 い か

を 考 え て い か な け れ ば な ら な い と 感 じ

ま し た 。 今 は ま だ 中 学 生 で す が 、 も っ

と 広 い 分 野 で 今 回 経 験 し た こ と を 伝 え

て い き た い と 思 い ま す 。  



 

平和交流派遣を終えて 

 

八木 詩織 

 

毎年８月９日にテレビで放映されている平和祈念式典に参列できたことは、

私にとって大変意義のあるものになりました。まず、式典の司会、献水や献水

の水の採水を小、中、高校生が担当していることに驚きました。東京より平和

への関心が、街全体として高く、特に戦争を体験していない学生にまで高く、

式典の多くの場面で、活躍していることに感心しました。   

また、長崎市議会議長の式辞に「長崎では小学生や中学生の子どもたちが、

年老いた被爆者が語る被爆体験に耳を傾け、平和について学び、核兵器の恐ろ

しさと平和の大切さを心に刻んでいます。高校生は平和大使として世界に向け

た核兵器廃絶運動に若い力を注いでいます。」とあるので、街をあげての平和

教育が盛んだということが伝わってきました。私たちもまた 67 年前の日本で

何が起きたかを考え、平和であることの大切さをいつまでも心に持ち続けなく

てはいけないと思います。 

ピースフォーラムでは、被爆体験を話してくださった方がいますが、私たち

が大人になる頃には、戦争体験をされた方々は、亡くなられてしまうので、直

接、お話を聞くことができた私たちが、次の世代に語り継ぐ大切さも感じまし

た。 

世界には未だに 19000 発もの核兵器が存在しており北朝鮮、イランの核兵器

開発の動きが国際関係の緊張を高めているので、核兵器のない世界を望む私た

ちの声を世界に届けていくことが大切だと思いました。 
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「みんなで、少しずつ」  

 

佐藤  文子  

 

私 は 今 回 長 崎 に 行 か せ て い た だ き 、た く さ ん の こ と を 感 じ ま し た 。長 崎

市 の 田 上 市 長 を 表 敬 訪 問 し た 際 、「 難 し く 考 え る よ り も 、 こ の 長 崎 で 、 ま

ず 感 じ て く だ さ い 。」 と お 話 し を し て い た だ き ま し た が 、 ま さ に そ の 通 り

で し た 。  

昨 年 福 島 原 発 の 事 故 が 起 き 、果 た し て 核 の 平 和 利 用 な ん て あ る の だ ろ う

か 、と 考 え て き ま し た が 、長 崎 で 色 々 な も の を 見 聞 き し 、核 の 脅 威 は 他 の

様 々 な 問 題 と は 比 べ 物 に な ら な い 、 レ ベ ル の 違 う 話 だ と 再 認 識 し ま し た 。

日 本 以 外 の ど の 国 で も 、 も う 決 し て 原 爆 に よ っ て 苦 し む 人 を 見 た く な い 、

と 心 か ら 思 い ま し た 。日 本 に 原 爆 が 投 下 さ れ て 以 来 、世 界 で 核 開 発 競 争 が

行 わ れ 、 今 も 私 た ち は そ の 脅 威 に さ ら さ れ て い ま す 。 福 島 原 発 の 事 故 は 、

私 た ち に 改 め て 核 の 恐 ろ し さ を 考 え さ せ る 、警 鐘 だ っ た の で は な い か と 思

い ま し た 。  

ま た ピ ー ス フ ォ ー ラ ム で は 、全 国 の 同 世 代 の 方 と 平 和 に つ い て 話 し 合 う

こ と が で き 、と て も 有 意 義 な 時 間 と な り ま し た 。長 崎 出 身 の 大 学 生 が「 小

学 生 の と き は 毎 年 被 爆 講 話 が あ っ た 。」「 大 学 生 に な り 他 県 に 出 て み れ ば 、

他 県 の 人 は 原 爆 が 投 下 さ れ た 日 も 知 ら な く て 驚 い た 。」 と お っ し ゃ っ て い

て 、長 崎 や 広 島 の 学 生 と 、他 県 の 学 生 の 意 識 の 間 に 大 き な 差 が あ る こ と を

知 り 、関 東 で 育 っ た 私 も シ ョ ッ ク を 受 け ま し た 。話 し 合 い で は 、出 会 う 先

生 や 通 っ た 学 校 の 方 針 に よ っ て も 大 き な 違 い が あ る 、と い う 意 見 が 多 く 上

が り ま し た 。で は 本 当 に 日 本 の み ん な が 平 和 を 思 い 続 け て い く た め に は ど

う す れ ば い い の だ ろ う 、と 考 え た と き に 、私 は 家 庭 で 親 が 子 供 に し っ か り

と 話 を す る こ と が 大 事 だ と 思 い ま し た 。な の で 、よ り 多 く の 人 に 平 和 に つ

い て 考 え て い た だ く き っ か け と な る た め に 、ど ん な に 小 さ な 平 和 イ ベ ン ト

や 平 和 活 動 な ど も 、一 つ 一 つ を 大 事 に 行 っ て い き た い と 思 い ま し た 。そ う

し た 小 さ な 積 み 重 ね が 平 和 な 未 来 へ つ な が る と 信 じ て い ま す 。私 は 今 回 の

長 崎 派 遣 で 関 心 を 持 っ た こ と を 大 学 で 勉

強 し 、 将 来 子 供 を 持 っ た と き に ち ゃ ん と

話 し た い と 思 い ま す 。 ま た 今 回 一 緒 に 長

崎 に 行 っ た 中 高 生 た ち が 、 こ れ か ら ど ん

な 風 に 行 動 に 移 し て い く の か 、 と て も 楽

し み で す 。 こ の よ う な 経 験 を さ せ て い た

だ き 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  



 

武蔵野市長崎派遣事業に参加して  

 

佐藤  慶一  

  

今 回 私 は 中 ・ 高 生 の 子 供 た ち の サ ポ ー タ ー と い う 形 で 参 加 さ せ て い た だ き

ま し た が 、 私 自 身 も 大 変 有 意 義 な 体 験 を す る こ と が で き ま し た 。  

私 は 、 今 ま で 「 平 和 」 な ん て 、 当 た り 前 の こ と だ と 思 っ て い ま し た 。 ご 飯

が 食 べ ら れ 、 雨 風 を し の ぐ 家 も あ り 、 家 族 と 一 緒 に 暮 し 、 友 達 と 笑 い な が ら

毎 日 を 過 ご す 。 そ う い っ た こ と は 、 誰 に で も 与 え ら れ て い る 権 利 で あ る と 思

っ て い ま し た 。 し か し 、 戦 時 中 は 当 た り 前 の よ う に そ の 権 利 が 奪 わ れ 、 恐 怖

の 中 1 日 1 日 を 生 き て い く と い う 話 を 聴 き 、 改 め て 「 平 和 」 に 関 し て 考 え さ

せ ら れ ま し た 。 平 和 に つ い て 日 本 全 国 の 学 生 が 集 ま っ て 、 意 見 を 交 換 す る 時

間 が 設 け ら れ て い た の で た く さ ん の 人 た ち の 話 を 聞 く こ と が で き ま し た 。 な

か で も 、 印 象 に 残 っ た の が 、 同 じ 日 本 で も 「 平 和 」 に 関 す る と ら え 方 が 全 然

違 う と い う こ と で す 。 原 爆 が 投 下 さ れ た 長 崎 、 広 島 、 日 本 で 唯 一 地 上 戦 が 行

わ れ た 沖 縄 は 、 学 生 の 間 は 毎 年 必 ず 「 平 和 に 関 す る 取 組 」 と い う も の が 行 わ

れ て い る ら し く 、 記 念 館 に 行 っ た り 体 験 者 の 方 の 話 を 聴 い た り 、 発 表 会 を し

た り と 多 く の 時 間 を と っ て い る そ う で す 。 私 は 東 京 出 身 で す が 、 学 校 で 行 っ

た 「 平 和 に 関 す る 取 組 」 で 覚 え て い る こ と は 、 ほ と ん ど あ り ま せ ん で し た 。

教 科 書 を 開 い て も 、8 月 6 日 に 広 島 に 、9 日 に は 長 崎 に 原 爆 が 投 下 さ れ た 、と

い う 程 度 の 情 報 し か な い の で 、 た だ の 丸 暗 記 に な っ て し ま っ て い る の が 現 状

で す 。 私 も 含 め て 、 第 2 次 大 戦 に つ い て 詳 細 に 話 す こ と が で き る 大 人 と い う

の は あ ま り お ら ず 、 戦 争 体 験 者 の 方 々 も 年 々 、 減 っ て き て い ま す 。  

私 は 今 ま で 「 戦 争 」 や 「 原 爆 」 と い う の は ど こ か 自 分 と は 遠 い 、 関 係 の な

い 話 だ と 、 長 い 間 考 え て い ま し た が 、 今 回 の 長 崎 派 遣 事 業 に 参 加 し て 、 実 は

今 を 生 き る 私 た ち に も 深 く か か わ り の あ る こ と で あ り 、 こ れ か ら 先 に 生 ま れ

て く る 子 供 た ち の た め に も 、 戦 争 を 知 ら な い 私 た ち が 学 び 、 伝 え る こ と が 必

要 な の だ と 思 い ま し た 。 被 爆 し た 人 々 は 今 も 苦 し み と 戦 っ て い ま す 。 世 界 で

は 今 、 こ の 瞬 間 も 戦 争 に よ り 罪 も な い

人 々 の 命 が 消 え て い ま す 。 長 崎 か ら 帰 っ

て き て 、 今 回 の 派 遣 事 業 が 終 わ っ た の で

は な く 、 こ こ か ら 各 々 が で き る 新 た な 出

発 を 、 と 思 い な が ら 今 の 自 分 に で き る こ

と を 少 し で も 実 践 し て 、 よ り 多 く の 人 た

ち に 伝 え て い き た い と 思 い ま す 。  

 35

 



 

クマゼミから始まった三日間  

 

島崎  毅史  

 

僕 が 長 崎 に 着 い て 最 初 に 気 付 い た こ と は 自 分 が 聞 い た こ と の な い セ ミ

の 鳴 き 声 で し た 。僕 は こ の 鳴 き 声 の 主 が ク マ ゼ ミ だ と い う こ と が わ か り ま

し た 。僕 の 父 は 出 身 が 九 州 な の で よ く ク マ ゼ ミ の 話 を 聞 い て い ま し た 。「 百

聞 は 一 見 に し か ず 」 と 思 い ま し た 。 こ れ が 僕 の 長 崎 の 第 一 印 象 で す 。  

二 日 目 の 意 見 交 換 会 で は 、各 県 の 学 生 の 代 表 の 人 達 と 話 し 合 い を 行 い ま

し た 。僕 に は い く ら 実 際 に あ っ た こ と と は い え 、生 々 し い も の や グ ロ テ ス

ク に 感 じ る も の を 写 真 な ど で ア ピ ー ル す る 方 法 は 好 き で は な い と い う 自

論 が あ り ま し た が 、平 和 や 戦 争 の 悲 惨 さ を ど の よ う な 形 で 伝 え れ ば よ い の

か と い う と こ ろ ま で は 考 え が 及 ん で い な い こ と に 気 づ き ま し た 。  

意 見 交 換 会 の 終 わ り に 会 を 指 揮 さ れ て い た 方 の 発 言 の 中 で 、「 平 和 事 業

は 堅 苦 し い 話 に な っ て し ま う け れ ど 、間 口 は 広 い 方 が 良 い 。入 り 口 が 広 か

っ た ら 色 々 な 人 が 来 て 堅 苦 し い 話 ば か り で は な く な る か ら 」と い う 言 葉 が

印 象 に 残 っ て い ま す 。自 分 自 身 、平 和 に つ い て ま だ 明 確 な 考 え が な か っ た

た め 、意 見 交 換 会 で は 意 見 を 上 手 く 伝 え る こ と が で き ず 悔 し い 思 い を し ま

し た 。 し か し 、「 百 聞 は 一 見 に し か ず 」 の と お り 長 崎 で 見 聞 き し た こ と や

体 験 し た こ と で 、 多 く の こ と を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。  

 今 回 の 派 遣 研 修 で 学 ん だ こ と を 糧 に 今 後 自 分 で で き る こ と を 探 し て い

き た い と 思 い ま す 。  
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＜参考＞ 第３回学習会発表資料 

第１班『世界の核兵器と廃絶の取り組みについて』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２班『長崎の自然・歴史・文化』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３班『原爆の被害について』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



編集後記 平和交流派遣を終えて 

市民活動推進課 小林江梨子 

 

 武蔵野市青少年平和交流派遣団の活動報告書をまとめるにあたり、それぞれの団員の

感じたことや想いが伝わるよう、話し合いを重ねながら、時間をかけて取り組んできま

した。 

 事前学習で学んだことや長崎で体験したこと、多くの人との出会いや、団員それぞれ

が感じたことを、今の自分たちの素直な言葉で綴っていると思います。将来、何らかの

形で平和への取り組みに参加していく際に、この報告書を読み返して、平和への想いを

新たにしていただけたらと願っています。 

 今回の派遣団には、３人の大学生にもサポーターとして参加してもらいましたが、中

高生の団員の良き先輩、良き相談相手として活躍してくれました。心より感謝いたしま

ます。 

 また、受け入れてくださった長崎市の皆様をはじめ、派遣団にお申し込みいただいた

多くの皆様や、当事業を実施するにあたってお世話になった皆様に、心よりお礼申し上

げます。 
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